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概要 
（100～150 字程度） 

COVID-19 の重症化や Long COVIDの分子機構は明らかになってお

らず、予防法、治療法の開発も進まない。それに対して、村上博士

の持つサイトカインストームモデルマウスと、吉山らの SARS-CoV-2

と EBウイルスの同時感染細胞を用いて、細胞レベルのみならず in 

vivo レベルでの SARS-CoV-2 感染による免疫撹乱の分子病態解析を

行い、予防治療法の開発に役立てる。 
研究目的 
（300 字程度） 

現在、我が国を含め多くの国々でSARS-CoV2 の感染拡大が続いて

いる。SARS-CoV2 感染症であるCOVID-19 の重症化患者と類似の疾

患モデルは未だ存在しない。本共同研究では、村上博士が作出した

COVID-19 患者の重症化の分子機構、予防法、治療法を見出すこと

ができるサイトカインストームモデルマウスを共同で最適化し、解

析することを目的とする。そのために、島根大学にはないP3マウス

飼育室にて、村上博士の持つサイトカインストームモデルマウスを

用いてEBウイルス感染の病態への影響の解析を実施する。 

研究内容・成果 
（1000 字程度・Web 会議の回数

も記載） 

COVID-19患者の中に、倦怠感、認知機能障害などの後遺症が 2

ヶ月以上も持続する Long COVID の症例が存在する。Long COVIDで

は、急性期の高 SARS-CoV-2血症や、再活性化と考えられる EBウイ

ルス血症が報告されている。サイトカイン異常の関連が考えられて

いるが、EBウイルス血症と Long COVID発症の分子的な関連は明ら

かになっていない。そこで、SARS-CoV-2と EBウイルスの両方に感

受性のある細胞を作成し、同一細胞内での両ウイルスの相互作用を

調べた。 

ドキシサンイクリン添加により ACE2, TMPRSS2 を誘導発現する細

胞を用いて、eGFP遺伝子を発現する組換え EBウイルスの持続感染

細胞株を複数作製した。これらの EBウイルス陽性細胞株に、

SARS-CoV-2を M.O.I.=0.01で感染させ、培養上清中の EBV と



SARS-CoV-2の核酸量と感染価を測定した。その結果、培養上清中の

SARS-CoV-2 RNA量は、EBウイルス陰性細胞よりも EBV陽性細胞で

増加することがわかった。また、SARS-CoV-2の感染により EBウイ

ルスの DNA量と感染性ウイルス産生が増加する細胞株が認められ

た。 

SARS-CoV-2と EBウイルスの同時感染は、それぞれのウイルスの

複製を増強させると考えられる。今後、調べる細胞の種類を増やし

て、SARS-CoV-2と EBウイルスの同時感染の意義と分子機構を明ら

かにする。また、サイトカインストームモデルマウスに腫瘍細胞を

移植し、EBウイルスや SARS-CoV-2を単独または同時に感染させ、

腫瘍や EBVの増殖に変化が生じるかを調べる。 
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